
               
 

   

                  

                                    

       

吉
田
議
員 

纒
向
遺
跡
が
こ
れ
ま
で

に
発
掘
さ
れ
た
の
は
、
広

大
な
面
積
の
わ
ず
か
５

パ
ー
セ
ン
ト
余
り
で
あ

る
。 

 

遺
跡
の
全
域
の
確
定

と
全
面
的
な
保
存
、
史
跡

指
定
等
の
遺
跡
保
存
が

求
め
ら
れ
る
が
、
①
遺
跡

の
調
査
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
、
②
遺
跡

の
今
後
の
保
存
方
法
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。 

 

松
井
市
長 

大
型
建
物
遺
構
が
出

土
し
た
辻
地
区
の
国
史

跡
指
定
を
お
こ
な
う
た

め
の
、
範
囲
確
認
調
査
を

継
続
し
て
い
る
が
、
周
辺

部
で
は
宅
地
化
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
文
化
庁
か

ら
も
史
跡
指
定
を
早
急

に
進
め
る
よ
う
指
導
を

受
け
て
い
る
。 

 

今
後
の
保
存
方
法
に

つ
い
て
は
、
遺
跡
全
体
を

史
跡
指
定
す
る
の
は
困

難
な
の
で
、
重
要
な
地
域

に
つ
い
て
調
査
を
完
了

し
た
と
こ
ろ
か
ら
部
分

的
に
史
跡
指
定
し
整
備

を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

 

吉
田
議
員 

 

広
域
的
に
面
と
し
て

保
存
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
平
城
宮
跡
も
全

域
が
特
別
史
跡
と
し
て

保
存
を
さ
れ
た
か
ら
こ

そ
、
今
日
ま
で
計
画
的
な

調
査
も
続
け
ら
れ
て
い

る
し
、
出
土
資
料
の
展
示

を
は
じ
め
、
市
民
も
散
策
、

ス
ポ
ー
ツ
、
野
鳥
観
察
等 

に
、
多
様
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。
試
掘
を
お
こ
な
っ

て
、
遺
跡
の
範
囲
を
確
認

す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。
遺
跡
の
全
体
像

を
つ
か
め
ば
、
史
跡
指
定

さ
れ
た
後
に
、
史
跡
公
園

と
し
て
整
備
す
る
場
合

に
も
役
に
立
つ
。 

 

遺
跡
の
保
護
や
調
査

を
進
め
る
た
め
に
、
地
域

の
住
民
の
方
々
の
協
力

が
か
か
せ
な
い
し
、
遺
跡

を
保
存
活
用
す
る
こ
と

に
住
民
合
意
も
必
要
で

あ
る
。 

 

ま
た
、
ト
イ
レ
や
駐
車

場
の
設
置
、
遺
跡
周
辺
の

道
路
整
備
が
必
要
で
は

な
い
か
。 

 

松
井
市
長 

 

遺
跡
に
つ
い
て
全
体

的
な
試
掘
調
査
を
お
こ

な
う
こ
と
は
予
定
し
て

い
な
い
。
案
内
表
示
板
、

ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
元
か
ら
も
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
本

格
的
な
整
備
に
つ
い
て

は
、
史
跡
整
備
事
業
の
な

か
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
当
面

は
応
急
的
な
対
応
を
と

っ
て
い
き
た
い
。
ト
イ
レ

に
つ
い
て
も
、
仮
設
ト
イ

レ
を
設
置
す
る
な
ど
、
来

訪
者
の
便
宜
を
は
か
っ

て
い
き
た
い
。 

  

平
成
２
４
年
度
桜
井

市
一
般
会
計
補
正
予
算 

一
部
の
修
正
案
賛
成
多

数
可
決 

 

国
の
地
域
介
護
・
福
祉

空
間
整
備
事
業
交
付
金

を
受
け
て
、
平
成
２１
年

１２
月
に
駅
前
南
口
商
店

街
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
笑
い
の

館
・
笑
集
会
」
が
平
成
２３

年
に
撤
退
し
た
の
に
と

も
な
い
、
市
が
国
に
約
２

千
８
百
万
円
の
交
付
金

の
返
還
が
生
じ
て
く
る

た
め
事
業
継
続
の
た
め

に
、
今
年
８
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
の
８
ケ
月
の

賃
貸
料
を
負
担
す
る
た

め
に
８０
万
円
（
月
額
１０

万
円
）
の
補
正
予
算
を
組

み
ま
し
た
。 

 

付
託
さ
れ
た
総
務
委 

員
会
で
吉
田
議
員
は
、 

            

「
１２
月
議
会
の
補
正
で

あ
れ
ば
、
今
後
、
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
３０
万
円

の
予
算
と
す
る
の
が
妥

当
で
は
な
い
の
か
」
「
地

方
自
治
法
の
支
出
負
担

行
為
が
８
月
に
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ

る
の
は
適
切
で
は
な
い
」

「
今
後
、
市
が
事
業
の
継

続
の
た
め
に
賃
貸
料
を

支
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
の
目
的
に
そ
っ
た

施
設
の
有
効
な
活
用
方

法
を
早
く
決
め
る
べ
き

だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

委
員
会
で
は
、
こ
の
部

分
の
み
使
用
料
及
び
賃

貸
料
を
８０
万
円
か
ら
３０

万
円
減
額
修
正
さ
れ
、
最

終
日
の
本
会
議
に
お
い

て
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

          

 吉田ただお 
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2013  年 ２月号 

ＮＯ．４５号 

月号 

    Ｎｏ、４3号 

２
０
１
３
年
の
幕
開
け
に
当
た
り
ま
し
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
み

な
さ
ん
の
声
を
議
会
に
届
け
、
く
ら
し
や
福
祉
最
優
先
の

市
政
へ
と
全
力
で
頑
張
る
決
意
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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纒向遺跡 

全体像つかむ計画的な調査急いで 

纒
向
遺
跡
集
落
中
枢
部
（
辻
地
区
）
メ
ク
リ
１
号
古
墳 

 

（
旧
纒
向
小
学
校
跡
地
）
史
跡
指
定
へ 

桜
井
市
教
育
委
員
会
は
、
纒
向
遺
跡
集
落
中
枢
部
（
辻
地
区
）

と
、
メ
ク
リ
１
号
古
墳
（
旧
纒
向
小
学
校
跡
地
）
に
つ
い
て
、

文
化
庁
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
早
急
に
史
跡
指
定
に
向
け
、
手

続
き
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
、
地
元
自
治
会
、
地
権
者
と
調
整
を
は
か
り
、
文
化
庁

へ
の
申
請
書
提
出
、
国
の
審
議
会
へ
諮
問
さ
れ
答
申
が
出
さ
れ

た
後
、
平
成
２５
年
１１
月
頃
に
史
跡
指
定
の
公
示
が
な
さ
れ
ま
す

が
、
国
へ
の
審
議
会
が
年
２
回
開
催
の
た
め
、
１
月
に
申
請
が

で
き
な
い
場
合
は
半
年
遅
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

全面的な史跡指定を 

纒向遺跡の発掘現場を訪れた考古学ファン 



                                    

吉
田
議
員 

 

市
町
村
の
消
防
広
域

化
を
進
め
る
た
め
の
奈

良
県
消
防
広
域
化
協
議

会
が
設
置
さ
れ
、
奈
良
県

内
１
３
消
防
本
部
か
ら

１
消
防
本
部
体
制
の
構

築
に
向
け
た
協
議
が
続

け
ら
れ
て
き
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
奈
良
市
と

生
駒
市
が
財
政
負
担
が

増
え
る
な
ど
、
統
合
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と

し
て
協
議
会
か
ら
離
脱

を
し
た
が
、
県
内
１
１
消

防
本
部
を
一
本
化
す
る

と
し
て
、
平
成
２
５
年
９

月
か
ら
の
消
防
の
広
域

化
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

消
防
の
広
域
化
に
向

け
て
、
現
時
点
で
の
進
捗

状
況
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
今
後
の
進
め
方
を

尋
ね
た
い
。 

         

松
井
市
長 

 

平
成

２４
年

１２

月

２５

日
開
催
予
定
の
総
会
に

お
い
て
、
新
消
防
本
部
の

体
制
、
職
員
配
置
計
画
、

経
費
負
担
方
法
、
給
料
の

調
整
等
の
運
営
計
画
を

協
議
の
う
え
承
認
を
得

た
の
ち
、
１
月
に
新
消
防

組
合
設
立
準
備
室
設
置
、

３
月
に
総
会
に
お
い
て

組
合
規
約
等
合
意
、
６
月

に
市
町
村
議
会
で
組
合

規
約
議
決
を
い
た
だ
き
、

７
月
に
広
域
化
協
定
書

の
調
印
、
９
月
に
新
消
防

組
合
設
立
の
予
定
と
な

っ
て
い
る
。 

 

吉
田
議
員 

 

県
が
主
導
し
て
い
る

消
防
の
広
域
化
は
、
消
防

本
部
の
統
合
で
通
信
部

門
と
総
務
の
効
率
化
、
及

び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
人
員
を
現
場
に
出
動

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
員
と
経
費
を
削
減
す

る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

国
は
各
種
の
災
害
に
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

消
防
体
制
を
充
実
す
る

た
め
の
消
防
力
の
整
備

指
針
を
定
め
て
い
る
。 

 
 

消
防
の
広
域
化
よ
り

も
、
国
の
消
防
力
の
整
備

指
針
に
基
づ
い
て
桜
井

市
の
消
防
力
を
強
化
す

る
こ
と
が
、
災
害
が
起
こ

っ
て
も
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
る
し

市
民
の
財
産
や
命
を
守 

る
確
か
な
道
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
。 

 

松
井
市
長 

 

当
市
の
人
口
に
対
し

て
の
消
防
職
員
数
、
消
防 

車
両
の
不
足
に
つ
い
て

は
認
識
を
し
て
い
る
が
、

消
防
広
域
化
に
よ
り
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
れ
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
。 

     
 

 
 

 
 

 

政党名 １３年の交付予定額（試算） １２年の交付額 

自民党  １４５億５０００万円 １０１億５４００万円 

民主党   ８５億３４００万円 １６５億４３０万円 

維新の会   ２７億１５００万円 －－－ 

公明党     ２５億５７００万円  ２２億７９１６万円 

みんなの党   １７億８９００万円  １１億１８２９万円 

生活の党    ８億１６００万円 －－－ 

社民党    ５億４１００万円   ７億６３６９万円 

国民新党    ２億４６００万円   ４億４２５４万円 

みどりの風    １億３８００万円 －－－ 

新党改革 １億２４００万円   １億１９６１万円 

共産党 政党助成金の撤廃を主張し、受け取らず 

国
基
準
へ
消
防
力
の
強
化
こ
そ
必
要
で
は 

要 

 
 
 

 

市民のいのち財産を守れるか 

 県内１１消防本部一本化で 消防の広域化 

 消防職員 ポンプ車 

国基準 １２６人   ５台 

桜井市  ７４人   ４台 

 

消防職員は５２人も足りない 

（２０１２年度） 

小選挙区制 政党助成金 
 「自民圧勝」の総選挙以降、小選挙区制と政党助成金の制度の弊害が

浮き彫りになっています。 

 １月１７日には、２０１３（平成２５）年度分の政党助成金約３２０

億円に１０党が受け取りを請求していることが明らかになりました。 

 時事通信の試算（表）によると、自民党は１４５億５０００万円。比

例で前回選挙より２２０万票減らしているのに、前年比で４３．３％増

です。日本維新の会は、「政党助成金３割減」をかかげながら、受給を

申請。総選挙の時にはなかった「生活の党」は、選挙後に「未来の党」

から名称を変更して受け取ります。「みどりの風」は、昨年末に「未来

の党」や「新党大地」から離党した議員を招き入れ、申請資格を得まし

た。 

 ひどいのは昨年最終分（年４回の分割支給）の交付。事前に総務省に

解党届を出していながら、「太陽の党」など４党が「特定交付金」とい

う名目で計１億５５２３万円を受け取っています。「太陽の党」が存在

したのはわずか５日間。前身である「たちあがれ日本」を衣替えしたこ

とで、解散した政党もがっぽり受け取れる仕組みです。（しんぶん赤旗より） 

 

弊害こんなに 

２０１３年分の政党助成金（試算） 

生活相談は、どうぞこちらへ 
日本共産党桜井市議会議員 吉田ただお事務所 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０７４４－４６－４９３０ 

 

桜井市消防本部 


